






































し、江戸時代には砺波・射水地域 年貢米が小矢部川と庄川の水運と馬によって吉久に集 られ、伏木港から北前船で日本各地へ送られた。１６６５年 は加賀藩直営の御蔵が建てられ、米の集散地 し 発展した。明治以降も有力な米穀売買倉庫業が何社も展開され、米商の街として栄えた。
吉久の街を貫通する街道は、高岡から射水市の放生津
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つまが合わずに、何度も現場に戻って測り直した経験がある。建築デザインの勉強をし始めて数年ほどの経験しかない学生にとっては、正確に測って、わかりやすくメモを作成し、スケールをもって図面化することだけでもかなり苦戦してし う。しかし 学生にとって、図面や模型でアイデアを考えるだけでなく 実際の建物 触れな ら実測し、実物 目の当たりにする作業は実に新鮮で、特に小屋裏などでの実測は古い木構造を見て感動る学生も多く、実測作業を満喫 ていた。実測と図面化を通じ、単にそのテクニック 学ぶだけでなく、そ 作業を通じて 既存の建物の構造やディテールをしっかり
写真6：実測作業を終え一息つく学生たち
写真5：古い町家の実測作業（2018年5月）
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「建築再生」 の実測と設計の演習授業を３回ほど行い、その課題の成果はオープンキャンパスはじめ、機会あるごとに学内外で展示してきた。また、芸文 １学年１１０名ほど、１年生から４年生まで合わせても５００人以下という小規模なので、学年を超えた学生の交流が活発なためのせいか、昨年度や今年度この授業を履修した４年や３年生から、 「 数名が町家に住むことに関心
がある」という話を今年の夏休みのはじめに耳にした。
富山大学は今年度から教養教育
が一本化されたため、これまで芸文生は基 的に４年間、高岡キャンパスですべて 授業を履修していたが、２０１８年度からは、１年次のみ月曜から水曜までの３日間は富山市の五福キャンパス 一般教養を学び、木曜と金曜のみ高
岡キャンパスで芸術文化の基礎を学ぶこととなった。
そのため、これまでは学生たちは、高岡キャンパスに
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